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要旨
フクロウは日本に広く生息する夜行性の鳥で、一
般に小型哺乳類を捕食することが知られているが、
日本では食性に関する研究は少なく、特に、市街地
や観光地といった人の多い場所、また営巣地が公に
された場所での食性の研究は行われていない。本研
究では、巣自体が観光地化している山梨県甲府市善
光寺に営巣するフクロウの食性を明らかにした。善
光寺で野生フクロウのペリットを 2010 年 6 〜 11 月
に 45 個、2012 年 5 〜 6 月に 6個採集した。冷凍保
存したペリットを分解・洗浄後、内容物を同定する
とともに、捕食された餌動物の個体数推定を行った。
善光寺では、ネズミ類が食性に占める割合が 2010
年から 2012 年にかけて 39.1	%から 0	%と大幅に減
少し、鳥類が 52.2	%から 78.6	%へと増加した。さ
らに両年とも、ビニール、スポンジ、ゴム片などの
人工物が出現した。2012 年にはフクロウが例年よ
り早く巣を放棄して去っており、善光寺周辺の生息
環境が悪化し、生物相が貧弱になったことと関連し
ている可能性が考えられた。
	
1. はじめに
フクロウ（Strix	uralensis）は、山梨県では準絶
滅危惧種に指定されている里山生態系におけるア
ンブレラ種であり 1）、小型哺乳類や鳥類の有力な捕
食者であると一般的に考えられている 2）。フクロウ
は他の猛禽類に比べ消化能力が低いため、最もペ
リット分析に適しており、ペリット分析はフクロ
ウの食性を調査する方法の 1つとされている 2）。先
行研究ではペリットからの餌動物の出現数および出
現率をもとに食物内容について議論が行われている
3-6）。フクロウは山間部から都市部まで広く生息が
確認されているが、食性に関しては、ほとんどの研
究が森林内にある巣で行われており、営巣場所や生
息地が公開されていない事が普通である。北海道苫
小牧地方の広葉樹と針葉樹からなる森林 4）、北海道
斜里郡の耕地防風林 3）で、山梨県南都留郡富士河
口湖町のアカマツ・カラマツ林 8）での先行研究に
より、森林に生息するフクロウは、いずれも食物の
75%以上をネズミ類に依存しており（表 1）、また
場所により、捕食対象となるネズミの種類や割合が
異なっている。一方、市街地に営巣されたフクロウ
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　Wild	ural	owls	（Strix	uralensis）are	nocturnal	birds	widely	distributed	in	Japan.	Owls	are	known	to	prey	on	small	mammals	
in	general,	however	only	a	few	studies	have	revealed	their	food	habits	in	Japan.	Although	owls	are	found	widely	from	forests	
to	cities,	most	of	these	studies	were	conducted	 in	deep	forests.	Thus	 in	this	study,	we	focused	on	a	 famous	nest	of	owls	at	
Zenkoji	 in	Kofu-city,	where	adult	and	baby	owls	have	been	reported	by	TV	news	and	newspapers	 for	many	years	and	are	
often	surrounded	by	cameras,	telescopic	lens	and	flash	lights	of	many	bird-fanciers	and	tourists	and	revealed	the	food	habits	of	
owls	under	human	impacts.	We	collected	51	pellets	left	under	the	nest	tree	in	2010	and	2012,	and	analyzed	the	contents,	then	
estimated	the	number	of	preys	in	each	month.	We	found	that	owls	in	Zenkoji	preyed	mainly	on	birds	（52.2%）	and	mice	and	
rats	（39.1%）	in	2010,	however	in	2012	they	strongly	depended	on	birds	（78.6%）	and	no	mice	and	rats	（0%）.	Some	artificial	
materials	such	as	plastic	string,	 sponges	and	rubber	were	also	 found	 in	pellets.	Owls	have	nested	 in	Zenkoji	 for	decades,	
however	they	left	there	in	2012	and	have	not	come	back	yet.	The	result	indicated	that	the	environment	around　Zenkoji	has	
changed	and	it	turned	difficult	for	owls	to	get	good	quality	of	foods.
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の食性は香川県坂出市のみで行われており、ネズミ
類よりも鳥類の方が圧倒的に多く捕食されているこ
とが明らかとなっている 5）。坂出市のフクロウの巣
は、市街地内にあるとは言え、巣の存在はそれほど
多くの人に知られているわけではない。一方、山梨
県甲府市善光寺にあるフクロウの巣は、20 年ほど
前から営巣が観察され、新聞やニュースによって広
く知られている。善光寺は年間 650 万人訪れる観光
地である上に、多くの野鳥愛好家が訪れ、昼夜を問
わず超望遠レンズを装備したカメラが営巣木を取り
囲み、夜間もフラッシュやライトが照射されること
がある。夜間に狩猟に出かけるフクロウの行動が制
限され、ストレスがかかる状況にあると言える。こ
のような人的影響の強い環境に生息するフクロウの
食性を明らかにすることが本研究の目的である。
2. 調査方法
山梨県甲府市善光寺（図 1）に営巣する親子のフ
クロウを対象とした。新潟県十日町の当間高原リ
ゾート内に生息するフクロウの行動圏は約 4km2 と
いう資料 10）を参考に、善光寺のフクロウの巣から
半径 1.1km	（円の面積は約 4km2）	および 2kmの範
囲を図 1に示した。円の北部と東部は山地だが、そ
の他は市街地である。市街地区域にも河川や畑が含
まれており、鳥類や小型哺乳類が生息可能な地域が
含まれていると推測される。
2010 年 6 月 1 日から 11 月 20 日まで、2 週間に
1 回の頻度で 13 回、計 45 個のペリットを採集し、
2012 年 5 月 21 日から 6 月 18 日まで 2 週間に 1 回
の頻度で 5回、計 6個のペリットの採取をおこなっ
た。これらのペリットは母親とそのこども 2 羽の
いずれかによるものと考えられる。2012 年 6 月 18
日以降にも調査をおこなったが、この日を最後に
善光寺ではペリットを採取できなくなった。山梨
日日新聞の記事によると、6 月 14 日までにフクロ
ウのヒナ 2 羽のうち 1 羽が死亡し、母親が育児放
棄したと報道されている 11）。残る 1 羽については
不明であるが、6 月 18 日の時点で既に観察されな
くなっていた。例年、繁殖後も巣の付近に留まり、
冬でも営巣木付近でペリットが確認されていたが、
2012 年には母親も巣を放棄してこの場所を去って
おり、2013 年以降も営巣していないことが確認さ
れている。飼育下のフクロウでは、毎日 1 〜 2 個
のペリットを排出しているが、その内容物は必ず
しも前日の食物だけを反映しているとは限らず、
数日分の食物が含まれる場合があること、マウス
の頭蓋骨は食物内容をよく反映するが、ヒヨコを
採食してもほとんど骨がペリットに出現しないな
ど、食物によって出現しやすさが異なっているこ
とが確認されている（内山、未発表データ）。しか
し野外で得られる食物については、ペリットへの
出現しやすさについてはまだ明らかにされていな
いため、この点は考慮せずに、ペリットの内容物
そのものの比較を行った。採取したペリットは冷
凍保存後に分解・洗浄を行い、頭骨図鑑 12）を用い
て各餌動物の顎骨、寛骨、上腕骨、嘴、足根中指骨、
胸骨をもとに同定を行った。また、ペリット毎に
各餌動物の最も出現した部位の数をもとに個体数
推定をおこなった。
	
表 1　先行研究におけるフクロウのペリット内容物
調査地 北海道苫小牧 北海道斜里郡
山梨県
富士河口湖町
香川県坂出市
文　献 4 3 8 5
哺乳類
ネズミ目
76.9	%
（ヒメネズミ34.9%）
87.7	%
（エゾヤチネズミ25.2	%）
79.7	%
（ヒメネズミ30.6	%）
11.9	%
トガリネズミ目 6.3	% 5.4	%
その他 7.2	% 5.9	%
鳥　類 16.6	% 7.3	% 1.7	% 82.2	%
昆虫類 7.8	%
その他 サワガニ
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3. 結果
2010 年、2012 年に採集されたペリット計 51 個の
内容物を表 2に示した。動物に関しては捕食された
頭数の推定値を示した。1個のペリットから確認さ
れた鳥やネズミ類は多くの場合0匹か1匹であった。
確認された餌動物のべ 60 頭のうち、58.3%を鳥類
が占め、ネズミ科は 30.0%、他にモグラ科、昆虫も
わずかながら食べられていた。餌動物以外に、本来
であればフクロウが食べないはずのイヌビワの種子
や、人工物である荷造り紐が割かれたようなビニー
ル紐、2〜 4㎝ほどのビニール片、5㎝ほどのスポン
ジ製品、糸、5㎜ほどのゴム製品も確認された。
2010 年と 2012 年を比較すると、餌動物中に占め
る鳥類の割合が最も多い点は共通していたが（2010
年 :のべ46頭中52.2% ;	2012年 :のべ14頭中78.6%	）、
ネズミ科の捕食が 2010 年しか見られないこと（39.1	
%）、また、モグラ科の捕食が 2012 年しか見られな
いこと（14.3	%）が大きく異なっていた。2010 年
に観察されたネズミ類の内訳を見ると、種を同定で
きなかったものが餌動物全体の 15.2	%いるものの、
家ネズミ類（ドブネズミおよびクマネズミ）が 15.2	
%を占め、野ネズミ（アカネズミおよびヒメネズミ）
の 8.7	%を上回っていた。
2010 年のデータから、鳥類の捕食には季節性が
見られることがわかる。6〜 7月は鳥類が多く捕食
されており、10 〜 11 月は鳥類の捕食が確認されな
かった。2012 年のデータは 5 〜 6 月のみであり、
2010 年と 2012 年のデータの間には動物相の季節変
図 1　甲府善光寺とその周辺の地図。
☆が甲府善光寺を、太い白い円と細い白い円がそれぞれ善光寺から半径 1.1km圏内（面積約 4km2）、半径 2km圏内を示す。
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化による影響が少なからずあると考えられるため、
共通する 6月のみのデータを比較した。その結果、
6月に限定すると、鳥類と昆虫類の捕食割合には大
きな違いがないこと、そして 2012 年ではネズミが
モグラに置き換わっていることが大きな違いであっ
た（図 2）。
4. 考察
2010 年と 2012 年のフクロウの食物メニューとそ
の変化から、善光寺周辺では 2010 年時点からネズ
ミ類が捕食しにくく、鳥類が捕食しやすい環境、あ
るいは鳥類を捕食せざる得ない環境であることが考
えられた。2012年にネズミ類が捕食されていなかっ
たが、これは実際に捕食されなかった可能性も否定
できないが、2012 年のサンプル数が非常に少なく、
十分にデータを得られなかった可能性も考えられ
る。しかしながら、鳥類が最も重要な食物であるこ
とは間違いないと考えられる。
先行研究が行われた北海道苫小牧、北海道斜里町、
香川県坂出市街と山梨県南都留郡富士河口湖町での
結果と、本研究による善光寺の餌動物を比較すると、
餌動物全体に占める小型哺乳類の割合が、市街地（善
光寺と坂出市）では 40%未満しか占めていないが、
森林（北海道 2 カ所と富士河口湖町）では 80%程
度を占めており（図 3）、鳥類の占める割合は、市
街地で 50%以上、森林では 10%程度という傾向が
見られる。つまり市街地では鳥類に、森林では小型
哺乳類に強く依存する食性を持っていることがわか
表 2　各月におけるペリット内容物。動物の場合は推定個体数を表す。
分類群
採集年月
2010 年 2012 年
6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 5 月 6 月
ペリット数 26 8 4 2 3 2 2 4
鳥類
ムクドリ 4 　 　 　 　 　 　 　
カワラヒワ 1 　 　 　 　 　 　 　
種不明 12 6 　 1 　 　 1 10
ネズミ科
ドブネズミ 2 1 　 　 　 2 　 　
クマネズミ 1 　 　 1 　 　 　 　
アカネズミ 1 1 1 　 　 　 　 　
ヒメネズミ 　 　 　 1 　 　 　 　
種不明 3 3 　 　 1 　 　 　
モグラ科 種不明 　 　 　 　 　 　 　 2
昆虫類
オオゾウムシ 1 　 1 　 　 　 　 　
クワカミキリ 　 　 　 1 　 　 　 　
種不明 1 　 　 　 　 　 1 　
その他
イヌビワ種子 　 　 　 　 　 　 　 3
人工物 3 2 　 　 　 　 4 1
石 　 　 　 　 　 　 　 1
不明 5 　 3 　 　 　 　 　
図 2 善光寺で 2010 年 6 月と 2012 年 6 月に採集された
ペリットの内容物から推定された餌動物の頭数割
合 : 図中の N は捕食された推定個体数の合計、#P
はペリット数を示す。
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る。森林で市街地よりも鳥類が捕食動物として得難
いとは考えにくいことから、小型哺乳類と鳥類の両
方が捕食可能な場合は、小型哺乳類を選択的に捕食
し、小型哺乳類が捕食しにくい場合には鳥類を捕食
するのではないかと考えられた。
矢部（1994）は、都市化が進行すると野ネズミが
減少し、家ネズミは増加すること、また、家ネズミ
が増加した後に、家ネズミであるクマネズミが減少
し、続いてドブネズミも減少する傾向にあることを
明らかにした 13）。善光寺でも 2010 年には、野ネズ
ミよりも家ネズミが多く捕食されており、また、フ
クロウが捕食したドブネズミの推定個体数がクマネ
ズミより 2.4 倍も多かったことから、都市化の進行
過程の中で、クマネズミは減少したがドブネズミ
はまだ減少していない段階であったと考えられる。
2012 年にはドブネズミ、クマネズミともに出現し
なかったことから、どちらの個体数も大幅に減少し
た時期に当たる可能性も考えられるが、2010 年以
降、特に善光寺周辺で大幅な都市化が進んだという
ことはなく、2012 年に得られたサンプル数が少な
いことが影響している可能性がある。
フクロウのペリットから人工物が発見されたとい
う報告はこれまでになく、本研究が初めての報告と
なる。ビニール紐、スポンジ、ゴム片のいずれも硬
く変質しており、由来を辿るのは難しかった。ゴム
片は非常に小さかったため、二次的な採食の可能性
も有り得るが、他の人工物は二次的な採食にしては
大き過ぎたため、フクロウ自身による摂取であると
考えられた。しかし、どのように摂取されたのかは
不明である。
現在の善光寺周辺の環境は、餌となるネズミ科が
少なく、フクロウにとっては過酷な生息環境である
と考えられる。今回は影響の度合いを測ることがで
きなかったが、観察者や愛鳥家による深夜のフラッ
シュを用いた写真撮影などもフクロウの生息環境と
しては悪条件と言えるだろう。フクロウが去ってし
まった今となっては、フクロウが 2012 年に育児放
棄した原因が環境の変化に基づいた食性の悪化によ
るものか、過度の観察者の影響によるものかは判定
することができない。フクロウにとって住むことが
できない環境は、ひいては猛禽類をはじめとする他
の野生動物にも少なからず影響のある環境であると
考えられる。また、アンブレラ種であるフクロウが
姿を消すことによって、今後、生態系にも大きな影
響が起きることが予想される。今後、これ以上の都
市化を進めないことや、餌動物となる生物と共存で
きる環境づくりを目指すことで、フクロウの生息可
能な環境を保全していくことが重要であろう。
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